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欧
州
統
合
の
停
滞
と
『
欧
州
合
衆
国
』
構
想

――
ベ
ル
ギ
ー
の
欧
州
統
合
政
策
（
二
）

松　

尾　

秀　

哉

は
じ
め
に

人
類
史
上
稀
に
見
る
大
実
験
で
あ
る
欧
州
統
合
は
、
欧
州
憲
法
条
約
の
批
准
を
め
ぐ
っ
て
加
盟
各
国
の
動
向
が
異
な
り
、
こ
こ
数
年
の

間
、
若
干
の
停
滞
期
に
あ
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
戦
後
か
ら
開
始
さ
れ
た
こ
の
実
験
の
歴
史
の
重
み
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
停
滞
は
微
々

た
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
総
仕
上
げ
と
い
う
べ
き
憲
法
条
約
批
准
を
め
ぐ
る
近
年
の
顛
末
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
者
の
み
な
ら

ず
国
際
政
治
学
者
、
国
際
政
治
経
済
学
者
ら
に
、
こ
の
試
み
を
再
評
価
す
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

筆
者
は
、
ベ
ル
ギ
ー
内
政
の
専
門
家
と
し
て
、
昨
年
来
、
そ
の
立
場
か
ら
統
合
の
歴
史
を
再
考
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
ま
ず
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
前
の
試
み
を
検
討
し
）
1
（

、
現
在
、
大
戦
後
か
ら
ロ
ー
マ
条
約
（
一
九
五
七
年
）
ま
で
の
試
み
を
、
そ
の
立
役
者
と
い
え
る
ス
パ
ー
ク

（Spaak, Paul-H
enri

）
の
思
想
と
当
時
の
ベ
ル
ギ
ー
内
政
状
況
と
を
結
び
つ
け
て
検
討
し
つ
つ
あ
る
。

同
時
に
、
筆
者
は
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
に
、
科
研
費
採
択
課
題
の
資
料
調
査
の
た
め
ベ
ル
ギ
ー
を
訪
れ
た
が
、
運
よ
く
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

に
て
『
日
本
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
東
ア
ジ
ア
――
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
地
域
統
合
――
』
と
い
う
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
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337 欧州統合の停滞と『欧州合衆国』構想

て
お
り
、
そ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
）
2
（

。
そ
の
な
か
で
、
先
の
研
究
計
画
を
一
時
離
れ
て
、
現
在
の
欧
州
統
合
の
停
滞
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
得
た
。
は
た
し
て
、
総
仕
上
げ
の
段
階
で
の
こ
の
停
滞
が
意
味
す
る
も
の
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
こ
の
壁
は
巨
大
な
壁
な
の
か
。

そ
し
て
そ
れ
で
も
こ
の
壁
を
乗
り
越
え
、
E
U
が
拡
大
と
深
化
を
続
け
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
推
進
力
は
何
か
。

小
論
の
目
的
は
、
主
に
、
現
在
、
批
准
否
決
国
の
国
内
要
因
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
停
滞
の
原
因
分
析
を
、
よ
り
一
般
化
し
、
本
質

的
な
問
題
を
抽
出
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
さ
い
、
停
滞
の
分
析
、
ま
た
そ
れ
を
打
破
す
る
提
言
と
し
て
、
ベ
ル
ギ
ー
の
元
首
相
、
フ
ェ
ル

ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
（Verhofstandt, G

uy

）
が
記
し
た
『
欧
州
合
衆
国
（D

e Verenigde Staten van E
urop

）
3
（a

）』（
二
〇
〇
五
年
）
と
い
う
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
を
取
り
上
げ
た
い
。
彼
は
憲
法
条
約
推
進
の
最
大
の
功
労
者
の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
提
言
か
ら
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
補
足
的
に
、
筆
者
の
過
去
の
成
果
を
加
味
し
な
が
ら
、
今
ま
で
欧
州
統
合
の
推
進
者
と
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
ベ
ル
ギ
ー
の

「
欧
州
統
合
」
政
策
理
念
を
検
討
し
て
み
た
い
。
以
下
で
は
、
ま
ず
近
年
の
状
況
を
概
観
す
る
。

一
、
欧
州
統
合
の
停
滞）

4
（

フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
対
立
解
消
を
思
想
的
な
背
景
と
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
ベ
ネ
ル
ク
ス
経
済
同
盟
を
機
に
始
ま
っ
た
と
一
般

的
に
理
解
さ
れ
る
欧
州
統
合
は
、
そ
の
後
欧
州
経
済
共
同
体
、
市
場
統
合
を
目
指
し
た
欧
州
共
同
体
、
さ
ら
に
政
治
統
合
を
企
図
す
る
欧
州

連
合
へ
と
歩
み
を
進
め
て
き
た
。
こ
の
間
、
た
と
え
ば
一
九
五
三
年
の
欧
州
防
衛
共
同
体
構
想
が
フ
ラ
ン
ス
の
批
准
否
決
に
よ
り
発
効
し
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
、
決
し
て
そ
の
歩
み
が
順
調
で
あ
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
の
、
そ
れ
で
も
六
〇
年
程
度
の
間
に
、
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
が
同
じ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
旗
印
の
も
と
に
集
う
こ
と
に
な
っ
た
の
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
国
民
国
家
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を
相
対
化
す
る
大
実
験
は
成
功
裏
に
進
ん
だ
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
お
お
よ
そ
二
〇
〇
一
年
か
ら
、
そ
の
総
仕
上
げ
と
も
い
う
べ
き
「
欧
州
憲
法
条
約
」
の
起
草
、
採
択
、
批
准
作
業
に
加
盟
国
は

入
り
、
そ
の
な
か
で
加
盟
各
国
の
、
若
干
の
足
並
み
の
乱
れ
が
生
じ
て
い
る
。
い
ず
れ
は
こ
の
混
乱
も
収
拾
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し

現
下
の
混
乱
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
停
滞
の
原
因
と
今
後
の
課
題
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
同
時
代
人
と
し
て
必
至
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
混
乱
の

プ
ロ
セ
ス
を
追
っ
て
み
よ
う
。

（
一
）
憲
法
条
約
の
背
景

憲
法
条
約
が
登
場
し
た
背
景
に
は
、
E
U
拡
大
が
あ
る
。
E
U
は
原
加
盟
国
六
か
国
（
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
イ
タ
リ
ア
、

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
）
に
加
え
、
一
九
七
三
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
が
、
一
九
八
一
年
に
ギ
リ
シ
ア
、

八
六
年
に
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
加
盟
し
た
。
九
二
年
の
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
以
降
、
九
五
年
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
加
盟
し
一
五
か
国
が
加
盟
す
る
超
国
家
的
組
織
体
と
な
っ
た
。
こ
の
時
点
で
す
で
に
、
将
来
的
な
東
欧
拡
大
、
つ
ま

り
旧
共
産
圏
の
東
欧
諸
国
が
加
盟
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
（
二
〇
〇
四
年
五
月
に
一
〇
カ
国
、
の
ち
の
二
〇
〇
七
年
一
月
に
二
カ
国

が
加
盟
）、
こ
の
拡
大
に
対
応
し
た
E
U
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
機
構
の
改
革
――
よ
り
具
体
的
に
は
、
E
U
大
統
領
お
よ
び
E
U
外
相

の
設
置
、
国
旗
や
国
歌
の
制
定
に
加
え
、
新
規
加
盟
国
の
急
増
に
よ
る
欧
州
理
事
会
に
お
け
る
意
思
決
定
、
多
数
決
の
あ
り
方
の
見
直
し

――
に
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
）
5
（

。

こ
れ
ら
の
問
題
が
公
に
議
論
さ
れ
た
の
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
に
ニ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
欧
州
理
事
会
で
あ
り
、
特
に
理
事
会
に
お
け

る
加
盟
各
国
の
票
数
配
分
が
重
要
な
論
点
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
は
、
結
果
的
に
議
長
国
フ
ラ
ン
ス
主
導
に
よ
る
、
大
国
に
有
利
な
票

数
配
分
が
決
定
さ
れ
た
）
6
（

。
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339 欧州統合の停滞と『欧州合衆国』構想

そ
の
後
ベ
ル
ギ
ー
が
輪
番
制
に
よ
っ
て
二
〇
〇
一
年
七
月
か
ら
議
長
国
に
就
任
す
る
。
二
〇
〇
一
年
一
二
月
に
開
催
さ
れ
た
ラ
ー
ケ
ン

欧
州
理
事
会
と
、
そ
こ
で
採
択
さ
れ
た
ラ
ー
ケ
ン
宣
言
は
ベ
ル
ギ
ー
の
首
相
、
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
の
尽
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い

と
い
わ
れ
て
い
る
）
7
（

。
そ
の
結
果
、
憲
法
条
約
草
案
作
成
の
手
続
き
の
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
（G

iscard d ’

E
staing, Valéry R

ené M
arie

）
を
議
長
、
イ
タ
リ
ア
の
ア
マ
ー
ト
（A
m

ato, G
iuliano

）、
ベ
ル
ギ
ー
の
デ
ハ
ー
ネ
（D

ehaene, Jean 

Luc

）（
と
も
に
元
首
相
）
を
副
議
長
と
す
る
「
欧
州
の
将
来
に
関
す
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
（C

onvention on the Future of E
urope

）」

が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
閉
鎖
的
な
意
思
決
定
を
打
破
す
る
た
め
に
、
政
府
代
表
以
外
も
加
わ
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
会
議
で
あ
り
、

E
U
が
市
民
に
よ
り
近
い
も
の
と
な
る
こ
と
を
謳
っ
た
も
の
で
あ
る
）
8
（

。
ラ
ー
ケ
ン
宣
言
の
成
果
は
大
き
く
二
つ
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
第

一
に
、
こ
こ
ま
で
の
E
U
は
主
要
各
国
（
か
つ
大
国
）
の
代
表
を
中
心
と
し
た
密
室
で
の
意
思
決
定
が
な
さ
れ
、
そ
れ
が
し
ば
し
ば
批
判

さ
れ
て
き
た
。
ラ
ー
ケ
ン
宣
言
と
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
設
置
は
、
E
U
の
密
室
に
よ
る
意
思
決
定
を
よ
り
民
主
化
し
、
よ
り
透
明
性
を
高

め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
第
二
に
、
従
来
の
基
本
条
約
、
特
に
市
場
統
合
の
ル
ー
ル
と
さ
れ
て
い
た
五
七
年
の
ロ
ー
マ
条
約
と
、
政
治
統
合

の
指
針
と
な
っ
て
い
た
九
二
年
の
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
を
、
そ
の
複
雑
性
ゆ
え
に
「
憲
法
」
の
名
の
も
と
に
簡
素
化
、
一
本
化
す
る
行
動

計
画
が
で
き
あ
が
っ
た
。「
簡
素
化
」
は
必
ず
し
も
「
民
主
化
」
を
意
味
し
な
い
が
、
そ
れ
で
も
統
治
ル
ー
ル
、
意
思
決
定
ル
ー
ル
を
市
民

に
わ
か
り
や
す
く
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
点
で
は
、
こ
れ
も
ま
た
E
U
の
民
主
化
を
目
指
し
た
試
み
で
あ
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
こ
の
「
憲
法
条
約
」
を
め
ぐ
っ
て
欧
州
は
混
乱
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
憲
法
条
約
の
批
准
反
対
）
9
（　

先
の
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」
は
二
〇
〇
二
年
三
月
に
開
始
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
七
月
に
「
欧
州
の
た
め
の
憲
法
を
制
定
す
る
条
約
案
」
が

発
表
さ
れ
た
）
10
（

。
そ
の
後
最
終
草
案
が
二
〇
〇
四
年
六
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
一
〇
月
二
九
日
に
、
加
盟
二
五
ヶ
国
の
政
府
首
脳
は
、
ロ
ー
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マ
で
開
催
さ
れ
た
欧
州
憲
法
条
約
調
印
式
に
お
い
て
条
約
に
署
名
し
た
。
憲
法
上
国
民
投
票
実
施
が
義
務
と
な
っ
て
い
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を

除
く
ほ
か
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
加
盟
国
は
、
政
府
主
導
で
欧
州
憲
法
条
約
を
批
准
し
、
ま
た
欧
州
議
会
も
圧
倒
的
多
数
で
そ
れ
を
承
認
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
た
。
実
際
に
欧
州
憲
法
条
約
を
承
認
し
た
加
盟
国
の
数
は
多
数
あ
る
。

し
か
し
、
二
〇
〇
四
年
四
月
二
〇
日
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
レ
ア
（B

lair, Tony

）
首
相
が
、
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
国
民
投
票
の
実
施
を

宣
言
し
た
。
こ
れ
は
野
党
、
保
守
党
と
自
由
民
主
党
と
が
、
と
も
に
国
民
投
票
実
施
を
支
持
し
て
い
た
か
ら
だ
と
さ
れ
る
。
当
時
の
イ
ギ
リ

ス
貴
族
院
で
は
、
こ
の
両
党
が
多
数
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
貴
族
院
の
動
向
如
何
に
よ
っ
て
は
、
批
准
手
続
き
を
総
選
挙
後
ま
で
遅
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
し
そ
う
な
れ
ば
、
与
党
で
あ
る
労
働
党
は
、
国
民
投
票
実
施
に
反
対
す
る
唯
一
の
政
党
と
い
う
立
場
で
総
選
挙
を

迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
、
ブ
レ
ア
は
国
民
投
票
実
施
を
認
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
が
国
民
投
票
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
め
た
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ラ
ク
（C

hirac, Jacques R
ené

）
大
統
領
も
フ

ラ
ン
ス
で
国
民
投
票
を
実
施
す
る
決
定
を
し
た
。
さ
ら
に
ド
イ
ツ
で
は
、
国
民
投
票
を
実
施
し
な
い
場
合
の
批
准
の
法
的
効
力
を
司
法
が
審

議
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
た
め
、
議
会
が
批
准
を
承
認
し
て
も
、
連
邦
大
統
領
は
た
だ
ち
に
批
准
を
承
認
し
は
し
な
か
っ
た
。
あ
え
て

名
づ
け
る
な
ら
ば
、
イ
ギ
リ
ス
を
機
に
始
ま
っ
た
、「
負
の
連
鎖
反
応
」
で
あ
る
。

結
局
、
二
五
加
盟
国
と
二
加
盟
予
定
国
（
当
時
）
の
う
ち
、
五
か
国
で
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
ル
ー

マ
ニ
ア
で
は
欧
州
憲
法
条
約
批
准
が
支
持
さ
れ
た
が
、
既
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
五
年
、
フ
ラ
ン
ス
（
五
月
二
九
日
）
と

オ
ラ
ン
ダ
（
六
月
一
日
）
で
批
准
が
拒
否
さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
国
民
投
票
は
、
本
来
法
的
効
力
を
持
た
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
政
府
は

投
票
結
果
を
受
け
て
欧
州
憲
法
条
約
を
批
准
し
な
い
と
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
で
の
国
民
投
票
を
受
け
て
、
批
准
手
続
き
が
延
期
ま
た
は
凍
結
さ
れ
た
加
盟
国
も
現
れ
、
結
局
、
直
後
の
欧
州
理
事
会

に
お
い
て
、
こ
の
問
題
を
再
検
討
す
る
「
熟
慮
期
間
」
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
後
の
動
向
は
後
に
記
す
こ
と
と
す
る
が
、
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
は
、
こ
の
間
ベ
ル
ギ
ー
の
首
相
で
あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
、
ラ
ー
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ケ
ン
宣
言
、
憲
法
条
約
起
草
の
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」
の
構
成
に
尽
力
し
た
と
評
価
さ
れ
る
。
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
が
憲
法
条
約

の
批
准
を
否
決
し
た
後
に
彼
が
記
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
『
欧
州
合
衆
国
』
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
憲
法
条
約
の
推
進
者
が
、
そ
の
否
決
を
受

け
て
、
方
向
性
を
記
し
た
政
策
提
言
で
あ
る
と
い
え
る
。
以
下
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
が
、
そ
の
前
に
、
こ
の
「
停
滞
」
が
わ
れ

わ
れ
に
提
起
し
て
い
る
、
地
域
統
合
理
論
上
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

二
、
理
論
的
問
題
――
新
機
能
主
義
と
政
府
間
主
義
――

欧
州
に
お
い
て
な
ぜ
統
合
が
進
ん
だ
か
と
い
う
問
い
は
、
欧
州
研
究
者
の
み
な
ら
ず
国
際
政
治
、
国
際
政
治
経
済
学
者
の
、
戦
後
の
最
も

重
要
な
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
そ
の
理
論
は
、
大
き
く
二
つ
あ
り
、
ひ
と
つ
は
「
新
機
能
主
義
」、
も
う
ひ

と
つ
が
「
政
府
間
主
義
」
で
あ
る
。
前
者
は
、
国
家
（
政
府
）
下
の
行
動
主
体
の
役
割
を
重
視
し
、
経
済
分
野
に
お
け
る
あ
る

0

0

政
策
協
調
が

各
主
体
へ
利
益
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
分
野
に
も
協
調
が
波
及
（spill over

）
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
欧
州
統
合
の
進
展
を
説
明

す
る
。

他
方
で
、
後
者
は
、
む
し
ろ
政
府
、
国
家
の
影
響
力
を
重
視
す
る
。
つ
ま
り
、
各
国
家
の
主
権
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
そ
れ
に

抵
触
し
な
い
範
囲
で
、
む
し
ろ
国
家
の
経
済
的
利
益
を
拡
大
す
る
側
面
に
お
い
て
統
合
が
進
ん
で
き
た
と
主
張
す
る
。
逆
に
言
え
ば
、
各
国

家
の
利
益
や
主
権
を
侵
害
す
る
場
合
に
は
、
統
合
は
停
滞
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
議
論
は
、
そ
の
後
、
多
様
な
展
開
を
見
せ
修
正
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
ジ
ー
ニ
（C

ini, M
ichelle

）
が
述
べ
る
よ

う
に
、
こ
の
多
様
性
は
欧
州
統
合
過
程
の
歴
史
的
状
況
を
反
映
し
て
い
る
。
つ
ま
り
経
済
統
合
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
時
代
に
は
新
機
能
主

義
が
有
力
な
理
論
と
な
っ
て
い
た
。
逆
に
欧
州
の
政
治
統
合
に
向
け
た
一
時
的
停
滞
期
に
お
い
て
は
後
者
が
有
力
と
な
っ
て
い
っ
た
）
11
（

。
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な
お
、
筆
者
は
、
従
来
近
年
の
ベ
ル
ギ
ー
の
「
国
家
分
裂
危
機
」
を
研
究
す
る
立
場
と
し
て
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
以
降
の
欧
州
の
政
治
的

「
制
度
化
」
が
、
ベ
ル
ギ
ー
政
府
の
政
策
オ
プ
シ
ョ
ン
の
範
囲
を
狭
く
す
る
と
仮
定
し
、
そ
れ
が
ベ
ル
ギ
ー
政
府
の
政
策
を
限
定
か
つ
国
内

の
政
治
・
社
会
問
題
へ
の
対
応
を
遅
ら
せ
た
と
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
）
12
（

。
つ
ま
り
、
E
U
の
深
化
が
及
ぼ
す
国
内
政
治
へ
の
影
響
を
測
る
と

い
う
視
点
で
は
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
制
度
論
（institutionalism

）」
の
立
場
を
採
る
）
13
（

。
こ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、
固
定
的
な
「
制
度
」
の

も
と
で
は
、
政
治
的
主
体
の
行
動
は
、
あ
る
程
度
、
当
該
制
度
を
維
持
な
い
し
進
め
る
方
向
へ
と
行
動
を
規
定
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
議
論

で
あ
り
、
た
と
え
ば
ピ
ア
ソ
ン
（Pierson, Paul

）
も
、
福
祉
制
度
が
い
っ
た
ん
成
立
す
れ
ば
、
そ
の
受
益
者
の
抵
抗
が
あ
る
た
め
、
レ
ー

ガ
ン
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
な
ど
の
代
表
的
な
新
保
守
主
義
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
で
さ
え
、
大
幅
な
福
祉
縮
減
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
示
し
た
。
こ
れ

も
制
度
の
、
政
治
的
主
体
の
行
動
に
対
す
る
拘
束
力
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
同
様
の
範
疇
に
あ
る
）
14
（

。
さ
ら
に
、
こ
の
立
場
か
ら
欧
州
統
合
の

進
展
を
論
じ
る
も
の
と
し
て
は
、
ギ
ャ
レ
ッ
ト
（G

arrett, G
eoffrey

）
ら
の
も
の
が
あ
る
）
15
（

。

筆
者
は
、
こ
う
し
た
制
度
の
拘
束
力
が
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
以
降
に
強
固
に
な
っ
た
と
考
え
た
が
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
近
年
の

「
停
滞
」
は
、
制
度
論
の
理
論
的
前
提
――
E
U
の
政
治
的
制
度
化
に
よ
る
国
内
政
治
に
対
す
る
「
縛
り
」
――
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
。

改
め
て
、
今
回
の
停
滞
は
精
査
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
）
16
（

。

現
在
の
と
こ
ろ
言
わ
れ
て
い
る
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
批
准
反
対
の
理
由
は
、
ユ
ー
ロ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
以

下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
表
1
）。

つ
ま
り
、
現
状
の
「
停
滞
」
分
析
は
、
各
国
レ
ベ
ル
の
そ
れ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
先
の
包
括
的
な
理
論
に
お
け

る
問
題
を
念
頭
に
お
い
た
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
も
う
一
歩
先
に
進
む
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
た
き
台
と
し
て
、
推
進
者
、
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス

タ
ッ
ト
の
提
言
を
見
て
み
よ
う
。
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三
、
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
の
提
言

こ
の
小
冊
子
は
、「
欧
州
は
現
在
危
機
の
な
か
に
あ
る
。

単
に
一
過
性
の
台
風
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
欧
州
﹇
統

合
﹈
計
画
自
体
が
深
刻
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
）
18
（

」
と
の
刺

激
的
な
一
文
で
始
め
ら
れ
る
。

彼
の
こ
う
し
た
問
題
意
識
は
、「
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
…
欧
州
に
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
た
潜
在
的
な
不
満

が
、
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
の
国
民
投
票
で
明
ら
か
に
な
っ

た
）
19
（

」
こ
と
を
契
機
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
と
オ

ラ
ン
ダ
の
批
准
否
決
に
と
も
な
う
統
合
の
停
滞
だ
け
が
問
題

な
の
で
は
な
い
。
よ
り
深
刻
な
問
題
は
、「
世
界
が
四
つ
の

大
国
、
す
な
わ
ち
米
国
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
日
本
に
よ
り
支

配
さ
れ
て
い
く
）
20
（

」
な
か
で
、「
こ
ん
に
ち
、
E
U
は
政
治
的

に
分
断
し
つ
つ
あ
り
、
経
済
的
に
弱
く
な
っ
た
）
21
（

」
こ
と
に
あ

る
。
今
回
あ
ら
わ
に
な
っ
た
意
見
の
相
違
に
よ
っ
て
生
じ

る
で
あ
ろ
う
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
く
世
界
に
お
け
る
、

国 フランス オランダ

1位 フランス企業の移転など雇用への悪
影響（31％）

［憲法条約が難解であり］情報の不
足（32％）

2位 高失業率（26％） 国家主権の喪失（18％）

3位 自由主義経済の偏重（19％） 政府・政党への不満（14％）

4位 大統領・政府・政党への不満（18％） 欧州統合にかかるコスト（13％）

5位 社会政策の不備（16％） 欧州統合自体への反対（8％）

6位 条約の複雑性（12％） オランダ企業の移転など雇用への悪
影響（7％）

7位 トルコ加盟反対（6％） 憲法条約の良い点がわからない
（6％）

8位 国家主権の喪失（5％） 憲法条約の複雑性（6％）

	 表1　フランスとオランダの否決理由 （　）は％（17）
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
相
対
的
な
地
位
の
低
下
こ
そ
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

続
い
て
彼
は
「
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
多
く
の
市
民
が
『
否
』
を
投
じ
た
か
」
と
議
論
を
進
め
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
多
く
は
「
国
民

レ
ベ
ル
、
国
内
要
因
を
重
要
な
要
因
と
し
て
挙
げ
て
）
22
（

」
お
り
、
そ
の
結
果
、「
五
〇
％
の
﹇
欧
州
﹈
市
民
が
、
こ
の
先
数
年
の
間
に
、
欧
州

﹇
連
合
﹈
が
日
々
の
生
活
に
お
い
て
よ
り
重
要
な
役
割
を
果
た
す
で
あ
ろ
う
と
信
じ
て
い
る
）
23
（

」
一
方
で
、「
ユ
ー
ロ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
誌
は
、
欧

州
の
統
一
が
﹇
欧
州
市
民
に
と
っ
て
﹈
不
確
実
性
を
高
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
七
五
％
の
欧
州
市
民
は
、
職
が
他
の
E
U

の
生
産
コ
ス
ト
の
低
い
国
々
に
奪
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
信
じ
て
お
り
、
ま
た
ほ
ぼ
三
分
の
二
の
欧
州
市
民
が
ド
ラ
ッ
グ
の
流
通
や
組
織
犯

罪
の
増
加
を
恐
れ
て
い
る
）
24
（

」
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
E
U
が
拡
大
し
て
い
く
に
従
っ
て
日
常
生
活
の
な
か
に
も
た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、

経
済
的
、
社
会
的
不
安
定
に
対
す
る
「
恐
怖
と
疑
念
（fear and doubt

）」
が
あ
る
の
だ
と
述
べ
る
。

し
か
し
、
彼
に
と
っ
て
こ
の
分
析
結
果
は
重
要
な
問
題
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
帰
結
は
、
欧
州
統
合
に
対
す
る
否
定
で
は
な
く
、「
連

合
の
市
民
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
よ
り
強
く
、
よ
り
意
図
が
明
確
な
、
そ
し
て
ま
た
﹇
現
在
と
は
﹈
異
な
っ
た

0

0

0

0

も
の
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で

い
る
）
25
（

」
こ
と
の
裏
返
し
だ
と
解
釈
す
る
。
つ
ま
り
「
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
解
釈
す
る
。

そ
し
て
彼
は
、
よ
り
強
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
目
指
す
た
め
に
、
例
と
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
歴
史
を
挙
げ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ

カ
独
立
革
命
直
後
、
新
し
い
一
三
の
独
立
し
た
州
が
自
分
た
ち
の
合
意
を
制
度
化
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
時
点
で
政
府
は
存
在
せ
ず
、
各

州
が
一
票
を
有
す
る
議
会
が
存
在
し
た
。
こ
の
点
で
、
こ
の
時
点
で
の
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
家
は
、
ま
だ
州
の
寄
せ
集
め
に
す
ぎ
ず
、
弱
い

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
連
邦
軍
の
創
設
や
南
北
戦
争
、
西
部
開
拓
の
た
め
の
鉄
道
敷
設
、
さ
ら
に
は
大
恐
慌
時
の
ニ
ュ
ー
・

デ
ィ
ー
ル
政
策
を
経
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
十
分
強
力
な
政
府
を
作
り
出
し
た
。
つ
ま
り
そ
の
ス
タ
ー
ト
は
、
連
邦
主
義
者
と
反
連
邦
主

義
者
と
の
対
立
な
ど
が
あ
り
脆
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
経
て
、
連
邦
制
度
を
完
成
さ
せ
、
長
い
時
間
を
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
は
強

い
国
家
と
な
っ
た
の
で
あ
る
）
26
（

。

そ
の
う
え
で
彼
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
の
国
民
投
票
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
今
や
全
加
盟
国
が
そ
ろ
っ
て
前
進
す
る
こ
と
は
難
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し
く
、
そ
こ
で
、
加
盟
国
の
う
ち
ご
く
少
数
か
ら
な
る
集
団
が
主
導
権
を
も
ち
、
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
形
成
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
、
と

主
張
し
て
い
る
）
27
（

。
そ
の
少
数
派
が
担
う
「
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
が
「
欧
州
合
衆
国
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
具
体
的
に
は
「
ユ
ー
ロ
加
盟
国
」

（
一
二
か
国
）
か
ら
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ
は
、
よ
り
大
き
な
「
欧
州
合
衆
国
機
構
」
に
包
括
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
二
つ
の
同
心
円
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
。
中
核
部
分
が
「
欧
州
合
衆
国
」（
ユ
ー
ロ
圏
）
で
あ
る
。
こ
れ
は

経
済
成
長
に
重
き
を
置
き
つ
つ
政
治
的
中
核
も
担
い
、
停
滞
す
る
欧
州
統
合
の
推
進
者
と
な
る
。
究
極
的
な
目
標
は
、
す
べ
て
の
加
盟
国

（「
合
衆
国
機
構
」＝
非
ユ
ー
ロ
圏
）
が
、
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
加
盟
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ユ
ー
ロ
圏
の
経
済
的
発
展
と
E
U
拡

大
と
が
矛
盾
し
な
い
オ
プ
シ
ョ
ン
こ
そ
が
「
欧
州
合
衆
国
」
案
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
彼
の
提
言
は
、
理
念
的
で
あ
り
具
体
性
に
欠
け
る
。
ユ
ー
ロ
圏
と
非
ユ
ー
ロ
圏
と
を
区
別
す
る
こ
と
は
直
感
的
に
理
解
で
き
た
と

し
て
も
、
で
は
な
ぜ
現
在
の
問
題
の
克
服
の
た
め
に
ユ
ー
ロ
圏
は
「
合
衆
国
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
も
し
E
U
が
明
確
に
「
欧

州
合
衆
国
」
を
目
指
し
た
と
し
て
も
、
現
在
の
問
題
は
解
決
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
に
憲
法
条
約
に
否
を
投
じ
た
の
は
ユ
ー
ロ
圏
国

家
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
リ
ー
ダ
ー
に
な
か
に
、
モ
ネ
以
来
の
連
邦
主
義
者
は
希
少
と
な
り
つ

つ
あ
る
。
実
現
可
能
性
は
小
さ
い
だ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
本
提
言
を
「
く
だ
ら
な
い
（R

ubbish

）」
と
一
蹴
す
る
も
の
も

あ
る
）
28
（

。
し
か
し
フ
ェ
ル
ホ
ス
タ
ッ
ト
の
提
言
に
興
味
深
い
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
従
来
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
の
各
国
分
析
に
と
ど
ま
っ
て
い
た

停
滞
の
原
因
を
、
当
事
者
、
推
進
者
の
立
場
か
ら
包
括
的
な
把
握
を
試
み
、
そ
れ
を
「
E
U
市
民
が
、
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
よ
り
強
い

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
求
め
て
い
る
か
ら
だ
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
実
現
可
能
性
が
小
さ
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
合
衆
国
」
を
提
起
し
た
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
の
意
図
を
考
察
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
次
に
、
現
在
の
停
滞
の
原
因
に
対
す
る
筆
者
の
見

解
を
論
じ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
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四
、
考
察

（
一
）
な
ぜ
「
合
衆
国
」
な
の
か

フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
は
、
一
九
九
九
年
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
の
首
相
で
あ
っ
た
。
就
任
当
初
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
権
の
長
期
化
に
よ

る
弊
害
――
政
治
汚
職
――
か
ら
の
脱
却
を
期
待
さ
れ
、
彼
は
様
々
な
「
古
典
的
な
民
主
主
義
へ
の
回
帰
」
を
目
指
す
改
革
を
行
っ
た
。
同

時
に
、
一
九
九
三
年
に
ベ
ル
ギ
ー
は
連
邦
国
家
へ
と
統
治
体
制
を
改
革
し
た
が
、
そ
れ
に
伴
う
「
積
み
残
し
」
の
課
題
の
解
決
が
フ
ェ
ル
ホ

フ
ス
タ
ッ
ト
政
権
の
重
要
な
役
割
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
そ
れ
は
選
挙
制
度
の
改
革
で
あ
っ
た
。
連
邦
化
に
伴
い
、
選
挙
区
の
変
更
（
フ
ラ

マ
ン
選
挙
区
と
ワ
ロ
ン
選
挙
区
の
明
確
な
分
離　

後
述
）
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
よ
り
民
主
的
な
制
度
へ
と
改
革
が
求
め
ら
れ
た
（
選
挙

区
を
減
ら
し
、
一
つ
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
数
多
く
の
有
権
者
か
ら
支
持
さ
れ
る
議
員
を
選
出
す
る
こ
と
）。
詳
細
は
別
稿
に
譲
る

が
、
し
か
し
、
こ
の
改
革
過
程
に
お
い
て
、
特
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
周
辺
地
域
の
選
挙
区
改
革
は
困
難
を
極
め
た
。

こ
れ
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
特
殊
な
言
語
事
情
に
よ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
は
一
八
三
〇
年
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
独
立
し
た
が
、
そ
の
と
き
か
ら
既
に
二

つ
の
民
族
を
内
に
抱
え
て
き
た
。
ベ
ル
ギ
ー
北
方
に
は
、
ゲ
ル
マ
ン
系
で
オ
ラ
ン
ダ
語
を
話
す
フ
ラ
マ
ン
民
族
が
、
南
部
に
は
、
フ
ラ
ン
ス

語
を
話
す
ワ
ロ
ン
民
族
が
住
む
。
独
立
当
初
は
経
済
的
に
優
位
で
あ
っ
た
ワ
ロ
ン
民
族
が
語
る
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
国
民
統
合
政
策
が
進
め

ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
一
九
世
紀
末
か
ら
フ
ラ
マ
ン
民
族
の
言
語
権
利
を
獲
得
す
る
運
動
、「
フ
ラ
マ
ン
運
動
」
が
進
ん
で
き
た
。

こ
の
両
「
言
語
」
の
対
立
が
「
言
語
問
題
」
で
あ
る
。

特
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
両
民
族
の
対
立
は
激
し
く
な
り
、
一
九
七
〇
年
か
ら
四
半
世
紀
の
時
間
を
か
け
て
、
ベ
ル
ギ
ー
は
各
民
族
の
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政
治
的
自
治
を
許
容
す
る
連
邦
制
度
を
採
用
し
た
。
し
か
し
、
首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
は
複
雑
な
問
題
を
残
し
た
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
は
地
理
的

に
は
オ
ラ
ン
ダ
語
圏
に
あ
る
。
し
か
し
首
都
と
し
て
、
国
際
都
市
と
し
て
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
住
民
は
そ
の
多
く
が
フ
ラ
ン
ス
語
を
語
る
。

そ
の
た
め
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
首
都
圏
は
両
方
の
言
語
を
公
用
語
と
す
る
「
両
語
圏
」
と
し
て
規
定
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
問
題
は
そ
の
周
辺
域
で
あ
る
。「
周
辺
」
は
本
来
で
あ
れ
ば
オ
ラ
ン
ダ
語
圏
で
あ
る
が
、
言
語
の
別
を
問
わ
ず
、
通
勤
、
通
学

の
た
め
、
多
く
の
人
び
と
が
住
む
。
そ
こ
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
住
民
も
済
ん
で
い
る
。「
言
語
圏
」
の
設
定
、
政
治
的
自
律
化
が
、
必
ず
し
も

住
民
の
「
住
居
の
自
由
」
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。
じ
ょ
じ
ょ
に
増
加
す
る
「
周
辺
」（
オ
ラ
ン
ダ
語

圏
）
に
住
む
フ
ラ
ン
ス
語
住
民
の
た
め
に
、
ベ
ル
ギ
ー
は
し
ば
し
ば
便
宜
的
に
、「
○
○
地
区
に
お
い
て
は
、
例
外
的
に
フ
ラ
ン
ス
語
も
使

用
可
能
」
と
の
特
例
を
設
け
て
き
た
。
現
在
、
こ
う
し
た
便
宜
措
置
は
三
〇
以
上
の
地
区
に
及
ん
で
い
る
。

特
に
ハ
ッ
レ
・
フ
ィ
ル
フ
ォ
ル
デ
（H

alle-V
ilvoorde

）
地
区
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
住
民
が
多
く
、
六
〇
年
代
の
ベ
ル
ギ
ー
政
府
は
、
彼
ら

の
政
治
的
権
利
の
た
め
に
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
と
同
一
選
挙
区
と
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
住
民
が
（
両
語
圏
で
あ
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
立
候
補
で
き

る
）
フ
ラ
ン
ス
語
政
党
に
投
票
で
き
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
語
系
政
党
に
は
不
利
に
働
く
。
こ
れ
が
二
〇
〇
二
年
か
ら
の
選
挙
改
革
で
大
き
な

問
題
と
な
り
、
連
邦
改
革
後
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
語
政
党
と
フ
ラ
ン
ス
語
政
党
と
の
対
立
が
再
燃
す
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
結
局
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
は
、
こ
の
問
題
を
処
理
で
き
ず
「
凍
結
」
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
政
治
的
信
任
を
失
っ
た
。
結

局
二
〇
〇
七
年
以
降
、
総
選
挙
で
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
率
い
る
フ
ラ
マ
ン
自
由
党
は
議
席
を
失
っ
て
下
野
、
さ
ら
に
「
ベ
ル
ギ
ー
分
裂
危

機
」
に
ま
で
こ
の
事
態
は
発
展
し
た
）
29
（

。
こ
う
し
た
近
年
の
ベ
ル
ギ
ー
の
危
機
的
状
況
の
な
か
で
、
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
は
、
か
つ
か
つ
て

の
議
長
国
の
首
相
と
し
て
、
先
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
）
30
（

。

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
時
点
で
、
決
し
て
ベ
ル
ギ
ー
の
連
邦
制
度
は
、
決
し
て
う
ま
く
運
営
さ
れ
て
は
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
言
語

問
題
を
処
理
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
連
邦
化
後
も
、
こ
の
ハ
ッ
レ
・
フ
ィ
ル
フ
ォ
ル
デ
問
題
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
再
び
ベ
ル
ギ
ー
は
分
裂
危
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機
に
陥
り
、
し
か
も
、
そ
れ
は
六
〇
年
代
、
八
〇
年
代
並
み
の
「
国
家
分
裂
」
の
危
険
に
ま
で
高
ま
っ
て
い
る
。

で
は
、
連
邦
国
家
の
そ
う
し
た
脆
弱
性
を
目
の
当
た
り
に
し
つ
つ
も
、
な
ぜ
彼
は
「
合
衆
国
」
を
主
張
す
る
の
か
。
先
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス

ト
か
ら
は
、「
合
衆
国
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
明
確
な
理
由
は
見
い
だ
し
え
な
い
。
こ
の
問
い
を
解
題
す
る
ヒ
ン
ト
は
、
ま
ず
彼
が
ア
メ

リ
カ
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
第
一
に
、
彼
の
こ
の
提
言
は
、
し
ば
し
ば
「
二
五
カ
国
に
よ
る
﹇
統
一
さ
れ
た
﹈
E
U
形

成
の
放
棄
」
と
評
価
さ
れ
る
）
31
（

が
、
そ
れ
は
や
や
短
絡
的
な
評
価
で
あ
ろ
う
。
彼
は
ア
メ
リ
カ
の
合
衆
国
こ
そ
が
長
い
歴
史
を
経
て
、
今
や
強

大
な
国
家
と
な
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
む
し
ろ
「
E
U
も
強
く
あ
る
た
め
に
、﹇
ア
メ
リ
カ
を
ま
ね
た
﹈
合
衆
国
が
望
ま
し
い
」
と

考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
分
権
的
国
家
﹇
＝
弱
い
﹈
体
制
か
中
央
集
権
的
﹇
＝
強
い
﹈
国
家
体
制
か
と
い
う
二
分
法
で
は
な
い
。

第
二
に
、
今
や
強
力
な
ア
メ
リ
カ
政
府
が
――
彼
の
理
解
に
よ
れ
ば
――
当
初
、
等
し
く
一
票
を
持
つ
州
の
合
意
か
ら
形
成
さ
れ
た
こ
と

を
強
調
し
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
構
成
主
体
間
の
政
治
的
対
等
が
、
強
く
な
る
た
め
に
は
重
要
な
の
で
あ
る
。
先
に

も
触
れ
た
ニ
ー
ス
理
事
会
に
お
い
て
、
拡
大
を
前
提
と
し
て
意
思
決
定
方
式
（
票
割
り
）
が
見
直
さ
れ
た
が
、
ベ
ル
ギ
ー
そ
し
て
フ
ェ
ル
ホ

フ
ス
タ
ッ
ト
は
、
実
は
、
現
行
規
定
に
よ
る
、
仏
、
独
、
英
、
伊
の
四
大
国
が
一
〇
票
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
が
と
も
に
五
票
と
の
案

を
推
し
て
い
た
。
し
か
し
協
議
の
う
え
で
、
結
局
四
大
国
に
有
利
な
票
割
り
（
四
大
国
は
二
九
票
、
ベ
ル
ギ
ー
は
一
二
票
で
、
オ
ラ
ン
ダ
が

一
三
票
）
が
な
さ
れ
た
。
特
に
オ
ラ
ン
ダ
と
の
差
が
つ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
首
相
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
そ
し
て
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
見
れ
ば
、

あ
き
ら
か
に
不
十
分
な
成
果
で
あ
っ
た
）
32
（

。
さ
ら
に
言
え
ば
、
大
国
に
優
位
で
あ
る
決
定
方
式
は
、
今
後
、
東
欧
諸
国
の
動
向
如
何
で
、
ベ
ル

ギ
ー
の
発
言
権
が
相
対
的
に
低
下
す
る
可
能
性
を
有
す
る
。
こ
れ
が
背
景
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
低
下
を
阻
止
し
か
つ
欧
州
統
合
を
進

め
る
た
め
に
、
彼
は
ア
メ
リ
カ
の
例
を
引
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、「
合
衆
国
」
と
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
強
く
あ
る
た
め

に
」
を
名
目
ま
た
は
事
実
上
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
つ
つ
、
し
か
し
そ
の
本
音
は
「
大
国
よ
、
我
々
は
等
し
い
の
だ
。
こ
れ
以
上
ベ
ル
ギ
ー
の

政
治
的
利
権
を
侵
害
す
る
な
」
と
い
う
点
に
あ
る
、
と
読
め
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
国
の
連
邦
制
に
さ
え
苦
し
ん
で
い
る
彼
の
「
合

衆
国
」
構
想
と
は
、
実
は
加
盟
国
の
政
治
適
的
権
利
を
等
し
く
し
、
結
局
E
U
に
お
け
る
ベ
ル
ギ
ー
の
政
治
的
地
位
を
維
持
す
る
た
め
の
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構
想
で
も
あ
る
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
つ
ま
り
ベ
ル
ギ
ー
が
自
国
の
対
外
的
利
権
を
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
ベ
ル
ギ
ー
と
い
う
小
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
現
で
も
あ
る
。

筆
者
は
別
稿
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
の
ベ
ル
ギ
ー
が
ベ
ネ
ル
ク
ス
統
合
に
向
か
っ
た
背
景
に
は
、
強
烈
な
領
土
拡
大
主
義
が
あ
る
と

論
じ
た
）
33
（

。
そ
の
点
は
――
い
き
な
り
時
代
を
飛
ば
し
て
し
ま
う
が
――
現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
の
欧
州
統
合
政
策
に
も
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
、

と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

（
二
）
停
滞
の
原
因
に
つ
い
て
の
考
察

フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
今
回
の
停
滞
は
、
拡
大
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
「
不
確
実
性
」
が
重
要
な
引
き
金
と
な
っ
て
い

る
。
一
気
に
射
程
範
囲
を
広
げ
て
し
ま
う
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
け
れ
ば
、
今
回
の
停
滞
は
E
U
市
民
が
、
帰
属
す
る
国
家

0

0

の
市
民
と
し

て
「
確
実
性
」
を
求
め
、
強
く
あ
る
こ
と
を
望
ん
だ
帰
結
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
E
U
拡
大
に
伴
う
各
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
現
の

帰
結
で
あ
る
。
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
は
「
E
U
に
よ
り
強
く
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
論
じ
た
が
、
真
に
強
く
あ
る
べ
き
対
象
は
、
む
し
ろ

自
国
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
要
因
と
し
て
「
E
U
が
よ
り
民
主
的
で
あ
る
こ
と
」
が
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
よ
う
。
こ
れ
は
、
閉
鎖
的
な
政
策
決
定

か
ら
、
よ
り
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
多
く
の
意
見
を
考
慮
し
て
体
制
を
決
定
し
よ
う
と
の
意
図
で
あ
る
が
、
だ
と
す
れ
ば
、
必
然
的
に
重
要

な
意
思
決
定
に
さ
い
し
て
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
そ
の
結
果
が
、
今
の
状
況
を
鑑
み
る
に
、
各
国
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
も
致
し
方
な
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
E
U
の
民
主
化
が
、
従
来
か
ら
潜
在
す
る
各
国
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
を
表
面
化
し
、
結
局
停
滞
の
遠
因
と
な
っ
て
い
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
先
の
理
論
的
考
察
の
範
疇
に
お
い
て
何
を
意
味
す
る
の
か
。
そ
れ
は
、
政
府
以
下
の
行
動
主
体
の
利
益
を
重
視
し
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た
「
機
能
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
、
政
府
主
体
に
注
目
し
た
「
政
府
間
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
の
間
の
齟
齬
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
経
済
統
合
を
目
的
と
し
た
時
期
（
前
者
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
）
と
、
政
治
統
合
を
意
図
し
た
時
期
（
後
者
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ

る
）
を
経
て
、
市
民
と
政
策
エ
リ
ー
ト
と
の
間
に
意
思
の
乖
離
が
生
じ
て
き
た
。
そ
れ
を
経
た
総
仕
上
げ
の
段
階
に
な
っ
て
、
二
つ
の
意
思

決
定
主
体
の
間
に
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
露
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
理
論
的
に
は
、
決
定
主
体
間
の
相
互
作
用
を
前
提
と
し

た
統
合
モ
デ
ル
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
換
言
す
れ
ば
、
超
国
家
機
関
の
完
成
を
目
前
に
し
て
、
新
し
い
民
主
主
義

の
形
態
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
こ
の
点
は
、
た
と
え
ベ
ル
ギ
ー
一
国
を
対
象
と
し
た
と
し
て
も
、
長
期
的
調
査

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
本
小
論
の
結
語
と
し
て
、
現
在
の
状
況
に
触
れ
て
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
る
に
と

ど
め
た
い
。五

、
結
語
――
リ
ス
ボ
ン
と
金
融
危
機
、
そ
れ
で
も
E
U
が
前
進
す
る
な
ら
――

二
〇
〇
七
年
六
月
の
欧
州
理
事
会
の
会
合
で
、
各
国
首
脳
は
新
条
約
に
つ
い
て
の
協
議
を
、
政
府
間
会
議
で
行
う
よ
う
結
論
づ
け
た
。
新

条
約
は
二
〇
〇
七
年
秋
に
協
議
が
終
了
し
、
リ
ス
ボ
ン
に
お
い
て
署
名
さ
れ
、「
リ
ス
ボ
ン
条
約
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

憲
法
条
約
で
合
意
さ
れ
て
い
た
、
欧
州
理
事
会
議
長
（
E
U
大
統
領
）
や
E
U
外
相
、
欧
州
議
会
の
国
別
の
議
席
数
の
配
分
、
欧
州
委
員

会
委
員
の
削
減
な
ど
機
構
改
革
に
関
す
る
規
定
の
多
く
が
継
承
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
、
改
め
て
国
民

投
票
が
実
施
さ
れ
る
べ
き
だ
と
報
じ
て
い
る
）
34
（

。

ま
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
主
要
政
党
が
リ
ス
ボ
ン
条
約
批
准
賛
成
を
呼
び
か
け
て
い
た
が
、
そ
の
一
方
で
有
権
者
の
間
に
リ
ス
ボ
ン
条

約
に
対
す
る
理
解
が
浸
透
せ
ず
、
こ
れ
に
受
け
て
議
会
で
少
数
派
の
シ
ン
・
フ
ェ
イ
ン
党
な
ど
が
「
わ
か
ら
な
い
も
の
に
は
反
対
を
」
と
い
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う
運
動
を
起
こ
し
、
有
権
者
も
同
調
し
た
こ
と
を
原
因
と
し
て
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
の
批
准
が
否
決
さ
れ
た
。

さ
ら
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
否
決
後
、
二
〇
〇
八
年
四
月
に
議
会
で
の
批
准
手
続
き
を
完
了
さ
せ
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
大
統
領
カ
チ
ン
ス

キ
が
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
批
准
し
な
い
限
り
批
准
書
に
署
名
し
な
い
」、
チ
ェ
コ
の
大
統
領
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
・
ク
ラ
ウ
ス
か
ら
は
「
リ
ス
ボ

ン
条
約
は
死
ん
だ
」
と
い
っ
た
発
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
た
め
の
適
用
除
外
規
定
を
加
え
る
こ
と
な
ど
が
協
議
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
対
応
を
受
け
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
二
〇
〇
九
年
一
一
月
ま
で
に
再
び
国
民
投
票
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
リ
ス
ボ
ン
条
約

は
二
〇
〇
九
年
末
の
発
効
が
目
指
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
現
時
点
で
リ
ス
ボ
ン
条
約
、
そ
し
て
そ
の
後
の
改
革
が
順
調
に
進
む
と
い
う
こ

と
を
確
約
で
き
る
も
の
は
な
い
。
や
は
り
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
い
う
国
家
の
事
情
、
利
益
が
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
を
前
提
に
E
U

は
拡
大
と
深
化
を
良
し
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
だ
け
を
み
れ
ば
、
先
の
「
齟
齬
」
は
、
か
な
り
市
民
よ
り
に
E
U
の
方
向
性
を
変

え
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
齟
齬
を
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
相
互
作
用
へ
と
変
換
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
な
い
限
り
、
E
U
は
今
後
も
し

ば
し
ば
各
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
顕
現
に
よ
っ
て
停
滞
す
る
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。

一
層
懸
念
さ
れ
る
べ
き
は
昨
今
の
金
融
危
機
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
済
状
況
に
お
い
て
各
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚
す
る
こ
と
は
、

歴
史
が
教
示
し
て
く
れ
る
こ
と
で
あ
る
）
35
（

。
破
滅
的
な
経
済
状
況
に
あ
っ
て
、
い
っ
そ
う
E
U
は
強
く
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

他
方
で
、
経
済
危
機
に
苦
し
む
各
国
に
お
い
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
ま
る
な
ら
ば
、
リ
ス
ボ
ン
（
以
降
の
）
条
約
批
准
は
、
先
の
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
例
の
よ
う
に
、
各
国
事
情
を
考
慮
し
た
方
向
に
も
流
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。「
強
い
E
U
」
と
い
う
目
標
と
「
各
国
事
情
の
考
慮
」

と
い
う
二
重
の
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
妥
協
の
産
物
と
し
て
「
合
衆
国
」
構
想
が
、
少
な
く
と
も
金
融
危
機
以
前
よ
り
、
影
響

力
を
及
ぼ
す
可
能
性
を
否
定
は
で
き
な
い
。

小
論
で
は
、
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
と
い
う
一
指
導
者
を
事
例
と
し
て
、
近
年
の
停
滞
理
由
を
考
察
し
た
。
そ
し
て
彼
の
「
合
衆
国
」
構

想
か
ら
、
既
に
政
治
統
合
を
進
め
て
い
る
E
U
諸
国
に
お
い
て
で
さ
え
各
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
根
底
に
流
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
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さ
ら
に
そ
れ
が
、「
民
主
化
」
の
動
き
に
と
も
な
い
政
治
化
し
、
今
回
の
停
滞
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
構
想
自
体
が
実
現
す
る
可
能
性
は
小
さ
い
が
、
昨
今
の
金
融
危
機
の
な
か
で
、
ま
た
リ
ス
ボ
ン
以
降
の
E
U
統
合
過
程

に
お
い
て
、
合
意
形
成
が
い
っ
そ
う
困
難
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
な
か
で
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
――
お
そ
ら
く
ベ
ル
ギ
ー
は
こ
の

主
張
を
強
め
る
で
あ
ろ
う
か
ら
――
こ
れ
が
無
視
し
え
な
い
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
を
主
張
し
た
。

最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
停
滞
は
微
々
た
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
E
U
に
か
ん
す
る
合
意
形
成
の
場
が
各
国
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
修
羅
場
と
化
す
な
ら
ば
、
ま
だ
ま
だ
――
そ
の
ゴ
ー
ル
自
体
が
不
明
確
で
は
あ
る
が
――
E
U
は
紆
余
曲
折
を
経
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
に
政
策
エ
リ
ー
ト
と
市
民
と
の
乖
離
と
い
う
、
よ
り
本
質
的
な
民
主
主
義
の
正
統
性
に
か
か
わ
る
問
題
が
垣
間
見
え
る
以
上
、
な
お
の

こ
と
政
治
学
者
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
E
U
と
い
う
大
実
験
か
ら
目
を
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

追
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arrett, G
eoffrey and G

eorge T
sebeilis

（1996

）, “A
n Institutionalist C

ritique of intergovernm
entalism

, ” International 

O
rganization, Vol.50, no.2, pp. 269-299.

（
16
） 

こ
う
し
た
理
論
の
多
様
性
を
背
景
に
、
改
め
て
欧
州
統
合
が
進
む
理
由
を
包
括
的
に
理
論
化
し
よ
う
と
し
た
労
作
と
し
て
、
吉
田
徹
の
も
の
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
吉
田
徹
「
フ
ラ
ン
ス
と
欧
州
統
合
過
程
――
『
政
府
の
失
敗
』
に
よ
る
統
合
の
推
進
？
」、
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所

『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』、
四
一
号
、
二
〇
〇
八
年
）。
吉
田
は
、
先
の
新
機
能
主
義
と
政
府
間
主
義
の
対
立
を
経
済
軸
上
に
、
前
者

を
「
経
済
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」、
後
者
を
「
経
済
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
と
対
置
す
る
。
さ
ら
に
、
ド
イ
チ
ェ
（D

eutch, K
arl, W

olfgang

）
の
議
論

――
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
交
流
）
の
促
進
に
よ
る
、
欧
州
の
「
安
全
保
障
共
同
体
」
と
し
て
の
一
体
感
の
高
ま
り
が
、
欧
州
統
合
を
進
め
た

と
す
る
――
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
「
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
と
し
、
自
ら
は
「
政
治
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
の
立
場
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
を
事
例

と
し
て
、
欧
州
統
合
の
進
展
を
説
明
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
、
五
〇
年
代
の
「
植
民
地
問
題
」、
八
〇
年

代
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
に
よ
る
「
社
会
主
義
経
済
化
政
策
」、
九
〇
年
代
の
「
ド
イ
ツ
統
一
」
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
対
応
、
と
い
う
三
つ
の
「
政
府
の
失

敗
」
が
、
各
政
府
の
欧
州
政
策
重
視
へ
の
転
換
を
迫
っ
た
、
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
「
政
府
の
（
他
の
分
野
に
お
け
る
政
策
の
）
失
敗
」
の
補
償

と
し
て
、
当
該
政
府
は
欧
州
統
合
推
進
政
策
に
乗
り
出
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
吉
田
の
議
論
――
相
対
的
に
政
治
的
諸
力
に
重
き
を
置
い
て
欧
州

統
合
の
動
向
を
説
明
す
る
ロ
ジ
ッ
ク
――
は
、
現
在
の
「
停
滞
」
を
も
説
明
し
う
る
た
め
、
妙
味
も
あ
る
し
魅
力
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
下
の

点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
た
と
え
ば
先
の
イ
ギ
リ
ス
の
例
は
、
国
内
政
治
に
お
け
る
政
府
の
対
応
の
失
敗
が
、
国
民
投
票
と
い
う
手
続
き
を

導
入
さ
せ
た
、
つ
ま
り
統
合
推
進
政
策
を
阻
害
し
た
、
と
読
め
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
、
ベ
ル
ギ
ー
で
も
お
お
よ
そ
八
〇
年
代
以
降
の
連
邦

化
改
革
の
時
期
に
お
い
て
は
、
首
相
デ
ハ
ー
ネ
は
、
国
内
政
治
に
忙
殺
さ
れ
、
そ
れ
ほ
ど
統
合
に
関
与
し
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
拙
稿
、

二
〇
〇
八
年
、
前
掲
論
文
）。
つ
ま
り
、
よ
り
一
般
化
を
試
み
る
な
ら
ば
、「
政
府
の
失
敗
」
の
「
閾
値
」
が
設
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
も

う
少
し
包
括
的
に
見
る
な
ら
ば
、
も
し
「
政
府
の
失
敗
」
が
統
合
の
推
進
力
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
各
国
政
府
は
戦
後
、
概
し
て
国
内
政
策
に

失
敗
し
続
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
戦
後
の
欧
州
各
国
の
政
府
で
国
内
政
策
に
「
成
功
」
し
た
政
府
な
ど
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
そ
の
場
合
、
欧
州
統
合
の
合
意
形
成
の
場
は
、
各
国
の
「
失
敗
」
の
補
償
、
ま
さ
し
く
政
治
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
修
羅
場
と
化
す
。
そ
れ

で
も
国
際
政
治
の
場
に
お
い
て
合
意
形
成
（
つ
ま
り
妥
協
）
が
可
能
だ
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
は
提
起
さ
れ
て
い
い
。
そ
し
て
、

国
際
世
界
に
お
け
る
合
意
形
成
と
い
う
点
を
考
え
る
場
合
、
彼
の
取
り
上
げ
る
事
例
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
は
十
分
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
。
フ
ラ
ン
ス
が
E
U
統
合
の
最
大
の
推
進
力
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
特
に
ド
・
ゴ
ー
ル
時
代
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
覇
権
国
化

を
防
ご
う
と
す
る
他
国
と
の
関
係
は
対
立
的
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
、
E
U
に
お
け
る
大
国
を
事
例
と
す
る
こ
と
が
、
吉
田
の
「
政
治

的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
論
を
説
明
可
能
に
し
、
し
か
し
逆
に
一
般
化
を
困
難
に
し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
を
有
す
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
お
そ
ら
く
一

国
を
対
象
と
し
て
も
、
状
況
が
多
様
で
あ
り
、
長
い
ス
パ
ン
で
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
り
、
吉
田
氏
と
と
も
に
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
17
） 

山
田
、
前
掲
論
文
よ
り
筆
者
作
成
。

（
18
） Verhofstadt, op. cit., p.19.

（
19
） Verhofstadt, op. cit., p.22.

（
20
） Verhofstadt, op. cit., p.15.

（
21
） Verhofstadt, op. cit., p.16.

（
22
） Verhofstadt, op. cit., p.26.

（
23
） Verhofstadt, op. cit., p.23.

（
24
） Verhofstadt, op. cit., p.24.

（
25
） Verhofstadt, op. cit., p.30.

（
26
） Verhofstadt, op. cit., pp.43-47.

（
27
） Verhofstadt, op. cit., p.72. 

な
お
、「
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
な
す
べ
き
課
題
は
、（
一
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
の
社
会
・
経
済
統
治
と
戦
略
、

（
二
）
新
し
い
技
術
立
国
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、（
三
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
エ
リ
ア
の
正
義
と
安
全
、（
四
）
共
通
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
交
、（
五
）
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
軍
の
創
設
、
で
あ
る
（Verhofstadt, op. cit., pp.53-64.
）。

（
28
） H

arvey, E
laib

に
よ
るT

he B
russels Journal

の
書
評
。w

w
w

.brusselsjournal.com
/node/536/print

（
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
九
日
）。

（
29
） 

詳
し
く
は
、
拙
稿
「
人
口
の
大
都
市
集
中
（
都
市
化
）
と
民
族
紛
争
――
ベ
ル
ギ
ー
型
多
文
化
主
義
か
ら
考
え
る
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
抱
え

る
リ
ス
ク
――
」、
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
四
三
号
、
二
〇
〇
九
年
b
。

（
30
） 

こ
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
執
筆
時
は
「
政
府
の
失
敗
」
の
と
き
で
も
あ
り
、
彼
が
そ
の
補
償
を
外
交
（
欧
州
統
合
）
に

求
め
た
と
き
で
あ
る
、
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
点
で
先
の
吉
田
の
指
摘
（
注
一
六
）
は
当
を
得
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
実
際
に
こ
の
問
題
を

凍
結
し
た
後
の
施
政
方
針
演
説
で
、
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
は
E
U
の
進
展
を
謳
っ
て
い
る
。
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（
31
） 

先
のT

he B
ussels Journal

の
評
以
外
に
も
、
た
と
え
ば
、http://w

w
w

1.doshisha.ac.jp/~yonozuka/R
eview

2005/121805review
.htm

を
み
よ
（
二
〇
〇
九
年
二
月
一
九
日
）。

（
32
） 
小
久
保
、
前
掲
論
文
、
二
〇
〇
七
年
、
一
六
一
ペ
ー
ジ
。

（
33
） 

拙
稿
、
前
掲
論
文
、
二
〇
〇
九
年
b
。

（
34
） 

労
働
党
は
、
新
条
約
で
は
、
E
U
と
し
て
の
外
交
政
策
や
社
会
政
策
、
税
法
に
つ
い
て
拒
否
権
が
残
る
こ
と
か
ら
「
レ
ッ
ド
・
ラ
イ
ン
」
を
越

え
て
い
な
い
と
し
て
、
国
民
投
票
の
実
施
は
必
要
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
E
U
は
外
交
担
当
機
関
が
数
多
く
残
っ
て
お
り
、
E
U
が
イ

ギ
リ
ス
の
関
心
と
は
関
係
な
く
外
交
政
策
を
運
営
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
ブ
レ
ア
の
外
交
政
策
に
関
す
る
適
用
除
外
の
実
際
の
有
効
性
に
疑

問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。

（
35
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
は
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
、
現
在
の
世
界
経
済
危
機
に
お
い
て
E
U
が
な
す
べ
き
役
割
と
し
て
三

つ
の
課
題
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
全
体
と
し
て
、
単
な
る
経
済
的
方
法
論
に
と
ど
ま
ら
な
い
「
構
造
改
革
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、（
一
）明
確
な
ル
ー
ル
と
基
準
に
従
っ
て
施
行
さ
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
流
れ
に
乗
っ
た
、
単
一
の
財
政
規
制
装
置
、（
二
）

銀
行
間
の
借
入
要
求
を
透
明
化
す
る
制
度
、（
三
）ユ
ー
ロ
圏
を
統
括
す
る
経
済
政
策
政
府
、
の
設
立
で
あ
る
。
特
に「
ユ
ー
ロ
圏
を
統
括
す
る
経

済
政
策
政
府
」
は
E
U
経
済
を
強
く
す
る
た
め
の
策
と
し
て
、「
合
衆
国
」
構
想
と
通
底
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。Verhofstadt, 

G
uy

（2008

）, “T
he Financial C

risis: T
hree W

ays O
ut for E

urope ,” B
ertelsm

annStiftung, http://w
w

w
.friendsofeurope.org/

Portals/6/dow
nload/T

rustee_speak_out/Verhofstadt_T
hree_W

ays_O
ut_for_E

urope_08-11-13.pdf

（
二
〇
〇
九
年
二
月
一
九
日
）。
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